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データベース構築促進及び拉術開発 に関する報告書

日・EC産 業協力技術 情報データベースの構築
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本 報告 書 は 、 日本 自転 車振 興 会 か ら競 輪 収 益 の÷ 部 で あろ機 械 工 業振 興 資金

Q.*nt助 を受 けて作 成 した もの で ある。・てt-tl"-d㌦ 詩
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デ ー タベ ー スは 、 わが 国 の情 報 化 の進 展 上 、重 要 な役 割 を果 たす もの と期 待 さ れ て い る。

今後 、 デ ー タベ ー ス の普及 に より、わ が国 に お い て健全 な高度 情 報 化社 会 の形 成 が期 待 さ

れ る。 さ らに海外 に 対 して提供 可 能 なデ ー タベ ー ス の整 備 は 、国 際的 な情 報化 へ の 貢 献 お

よび 自由 な情 報 流通 の確 保 の観点 か ら も必 要 で あ る。 しか しなが ら現 在 わ が 国 で 流通 して

い るデ ー タ ベ ース の 中 で わ が国 独 自の ものは1/5に す ぎない のが現 状 で あ り、 わ が国 デ

ータ ベ ー ス サ ー ビ ス ひい て はバ ランス あ る情 報産 業 の健 全 な発展 を図 るた め に は
、 わ が国

独 自の デ ー タベ ース の構 築 お よびデ ー タベ ー ス関 連技 術 の研 究 開発 を 強力 に促 進 し、 デ ー

タベ ース の拡 充 を図 る必 要 が あ る。

この よ う な要 請 に応 え るた め 、勧 デ ー タベ ース振 興 セ ンタ ーで は 日本 自転車 振 興 会 か ら

機 械 工 業 振 興 資金 の交 付 を受 け て 、 デ ー タベ ー スの構 築 お よび技 術 開 発 につ い て民 間企 業 、

団 体等 に対 して委 託 事 業 を実 施 してい る。 委 託 事 業 の内 容 は 、社 会 的 、経 済 的 、 国 際 的 に

重 要 で 、 また 地 域 お よび産業 の発 展 の促 進 に寄 与 す る と考 え られ てい るデ ー タベ ー スの構

築 とデ ー タベ ー ス作 成 の効 率化 、流通 の促 進 、利 用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な ど に関 係 した ソ フ

トウ ェア技 術 ・ハ ー ドウ ェア技 術 で あ る。

本 事 業 の 推 進 に 当 っ て、 当財 団 に学 識経 験 者 の方 々 で構 成 され るデ ー タベ ース構 築 ・技

術 開発 促進 委 員会(委 員長 筑 波 大学 教授 西 野 博二 氏)を 設 置 して い る。

この 「日 ・EC産 業 協 力技 術情 報 デ ー タベ ー ス の構 築 」 は昭和61年 度 の デ ータ ベ ー ス

の構 築促 進 お よび技 術 開発 促 進事 業 と して、 当 財 団 が 日本 貿 易振 興 会 に対 して委 託 実 施 し

た課 題 の一 つ で あ る。 この成果 が 、 デ ー タベ ー ス に興 味 を お持 ちの方 々 や諸 分 野 の 皆様 方

の お役 に立 て ば幸 い で ある。

なte、 昭和61年 度 デ ー タベ ース の構 築促 進fO・よび技 術 開発 促 進 事 業 で実 施 した課 題 は

次 表 の とお りで あ る。

昭和62年3月

財 団法人 デ ータ ベ ー ス振 興 セ ン ター
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昭和61年 度データベース構築促進 ・技術開発委託課題

分 野 課 題 名

(判 例)1判 例 ・関係 論 文 検 索 シス テ ム の構 築

社 会
(余 暇)2余 暇 産 業活 性 化 の た め のデ ー タベ ー ス

(放 送)3放 送情 報 の デ ー タベ ー ス構 築 に関 す る調査 研 究

4ABCオ ン ラ イ ン ・デ ー タベ ー ス 構 築 の 調 査

地域活性化中小企業振興
5地 域 産業 情 報 ネ ッ トワー ク形 成 の た めの支 援 デ

一 夕 ベ ー ス の モ デ ル 構 築

6光 産 業技 術 デ ー タベ ー ス の構 築

産 業 別 拠 点 7鉄 鋼 情 報 シ ス テ ム のデ ー タベ ー ス構 築

8鉄 鋼 関 連流通 デ ー タベ ー ス構 築

9地 域 分析 ・計 画 の た め の地 図 デ ー タベ ー ス の構

築

地 図 10産 業 分類 別 に み た地 図利 用 とデ ー タベ ー ス化 の

研究

11地 名 ・座 標変 換 デ ー タベ ース の構 築

12高 分 子 新 素材 デ ー タベ ース構 築調査

13ニ ュ ー ガ ラ ス デ ー タ ベ ー ス 構 築 調 査

素 材 14化 審 法 既存 化 学 物 質 リス トの デ ー タベ ー ス の構

築

15実 用 化 合物 デ ー タベ ース の構 築 に 向け ての 調査

16CD-ROM用 デ 一 夕 ベ ー ス フ ァ イ ル フ ォ ー マ

標 準 化 ッ トと検 索 シ ス テ ム の 開発

17漢 字 デ ータベ ー ス構 築

18日 本 の建 設技 術 文 献 の海 外 向 け デ ー タベ ース の

構築調査

海 外 19新 製 品 ・新技 術 英 文 デ ー タベ ース作 成 の た め の

機械翻訳用辞書語彙の調査

20日 ・EC産 業 協 力技 術 情 報 デ ー タベ ー ス の構 築

(AI)21マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ ベ ー ス に対 応 した 知 的 イ

利 用 技 術
ン タ フ ェー ス の 設計

(社 会)22判 例 情 報検 索 エキ スパ ー トシス テ ム の開 発

(地 図)23商 業 集積 地 地 図 デ ー タベ ース作 成

そ の 他
24図 書 館 デ ー タ ベ ー ス ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム の 開

発
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1.は じ め に

研 究 開 発活 動 は 高 度 な知 識 と多額 な投 資 が集 約 した もの の成果 で あ っ て 、そ の 達成 にあ

た って は 、 資金 、 人 材 、 設備 な どを最 大 限 に活 用 す る た め に技 術 情 報 の役 割 は きわ め て重

要 で あ る。

特 に 、最 近 の経 済 活動 は国 際 化 、 多様 化 の急 速 な進展 の なか で 、技 術情 報 は量 的 、質 的

に著 し く拡 大 し、 各 分 野 に お け る技 術 開 発 動 向 を把 握 して的 確 な対 応 を行 うこ とは 、個 々

の企 業 に とって ます ま す重 要 な課 題 とな っ てい る。

そ の うえ、 わ が国 の経 済 ・貿 易規 模 が 拡大 し、世 界 経 済 に与 え る影 響 が きわ め て大 きい

今 日 で は、 国際 的 な協 調 が求 め られ 、 わ が 国 の す ぐれ た技 術 情 報 を広 く提 供 す る こ とが不

可 欠 な状 況 にあ る。 日本 貿 易振 興会(ジ ェ トロ)は 約15年 前 か ら、 わが 国 のす ぐれ た新

技 術 ・新 製 品 に関す る情 報 の英 文専 門 誌 を発 行 し、諸 外 国 の関 係 先 に提 供 して い る。

さ らに、見 本 市 、 セ ミナ ー な どの 開催 、専 門 家 の派 遣 、 コ ンサ ル テ ィ ング等 の 「産 業 協

力 推進 事 業 」 の実 施 を通 じて も、技 術 情 報 の紹介 、提供 を して い る。

最 近 で は 、技 術情 報 の提 供 は 従 来 の媒 体 に加 え て オ ン ライ ン ・デ ー タベ ース と して の提

供 を 受 け る こと を諸外 国 は 強 く要 請 してい る。 オ ン ライ ン ・デー タ ベ ー ス を媒 体 と した 産

業 ・技 術 情 報 の 利用 が広 く定 着 した た め で あ る。

そ こ で、 昭和62年 度 に発足(予 定)の 「日 ・EC産 業 協 力 セ ン ター」(仮 称)の 事 業

活 動 に あわ せ て産 業 協 力推 進 の重 要 課 題 で ある産業 協 力 ・技 術 情 報 の デ ー タベ ー スの構 築

に取 り組 む こ とに な った。

デ ー タベ ース の構 築 ・運営 に は長 期 に わ た る開発 投 資 が 不 可欠 で 、 費用 、 要 員 等 の面 で

大 きな 困難iを伴 う もの で す。 「日 ・EC産 業 協 力 ・技 術 情 報 デ ー タベ ー ス」 は 、 今後 一 層

の 内容 拡 充 と情 報 提供 活動 が大 きな課 題 で ある。 わが 国 と諸 外 国 との技 術 交 流、 投資 交 流

に役 立 つ情 報 源 と して、 さ ま ざま な産 業 協 力 推 進事 業 と の連 携 を は か り効 果 が期 待 で き る

もの に 発 展 させ たい と考 え てい る。

開発 に あ た って 、多 くの方 か ら貴 重 な助 言 を いた だ きま した。 今 後 と も㈲ デ ー タベ ー ス

振 興 セ ンタ ー をは じめ 関 係機 関 の一 層 の ご支 援 、 ご協 力 を希 望 す る もの で す。
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ll.産 業協力技術情報データベース構築の背景

1.産 業 協 力

国 際的 な経 済 関 係 は 、長 い 間、 貿 易 一 商 品 の 輸 出 入 一 が 大 きな役割 を 占め て き た。

今 日では 、商 品 貿 易 は経 済 全 体 の営 み の 中 の一 つ の側 面 に す ぎず 、 資本 ・技 術 ・ノ ウハ

ウ'マ ネジ メ ン ド 情 報 な どの生 産 要 素 の交 流 が進 み 、生 産 拠 点 の移 動 が行 わ れ る よ う

に な った。 「産 業 協 力」 とは 、産 業 界 が 中 心 とな って諸 外 国 の産 業 との間 で 、 資本 ・技

術 … …情 報 な どの生 産 要 素 の対 等 な相 互 交 流 をtoこ な'V>、 相 互 の産 業 活動 に対 して 、補

完 的 な効 果 を もた らす諸 活 動 を総 称 した概 念 と して位 置 づ け る こ とが で き る。

商 品 貿易 が 「モ ン」 を通 じて の交 流 、一 過 性 の交 流 に対 し、産 業 協 力 の実 施 は上 記 の

生 産 要 素 を通 じた(別 の言 い 方 を す れば)「 人 」 を通 じての交 流 、長期 にわ た る永 続 性

の ある交 流 が ね らい で あ る。

そ して、産 業 協 力 の促 進 を通 じて 、 日本 企業 に対 す る理 解 と緊 密 度 を深 め 、

(1)技 術 移 転 に伴 う技 術 革 新 、
㌧

(2)投 資先 国 の産 業 の生 産 性 の 向 上 、

(3)雇 用 の増 大 、

(4)地 域経 済 の 開発 な どに貢 献 し、

ひい て は輸 出増 等 に よる貿易 摩 擦 の 緩和 、 回避 に役 立 つ こ とを期 待 してい る。

産 業協1力 の具 体 的 な形 態 に は 、次 の よ うな もの が あ る。

(1)技 術 提 携 、 共 同技 術 研 究開 発 な どの技 術 交 流。

(2)合 弁事業、FL接 投資 などの 「対外投資」 お よび海外か らの 「投 資の受入」。

(:投 資交 流)

(3)第 三 国 市 場 で の プ ラ ン ト等 の共 同 受 注 な ど。

(4)OEMに よる取b引 き(輸 出 入)な ど。

なか で も、(1)技 術 交 流 、 ② 投 資交 流 が産 業 協 力 の中 核 で 最 も重 要 であ る。

2.産 業 協 力推 進 事 業

ジ ェ トロで は欧 米先 進 国 の事 務所 内 に 「産 業 協 力 ・技 術 交 流 セ ンタ ー」(CITEC:

CENTEROFINDUSTRIALANDTECHNOLOGICALCOOPERATION)を 設 置

し、 日本 の産 業 、 企業 に関 す る情 報 提供 、 投 資 ・技 術 コ ンサ ル テ ィ ング な どの産 業 協 力

推 進 事業 を展 開 して い る。

そ の主 要 な活 動 は 次 の とお り。

① 産業 協 力技 術 セ ミナ ー:

わが国 のす ぐれ た先 端技 術 を紹 介 す るた め に セ ミナ ー を開 催 す る。

昭 和61年 度 では 第5世 代 コ ン ピュー タ の研 究 開発 動 向 、新 素材 開発 の現 状 、 フ

ァイ ン ・セ ラ ミ ックな どを テ ーマ に と りあげ て実 施 した。

一2一



② 国 際研 究 協 力推 進:

産 業 技 術 の国 際 的 発 展 とわ が 国 の技 術 力培 養 に役 立 たせ る た め に 、通 商 産業 省 と

協 力 し、 国際 共 同研 究 開発 が 想 定 で き るテ ーマ に つ い て欧 米 先 進 国 との間 で 、'ど

の よ うな国際 協 力 が可 能 で ある か フ ィー ジ ビ リテ ィー を調査 す る。

実 施 した テ ーマ例 は次 の とお り。

(1)レ ア メ タ ル技 術 、

(2)高 度 光 情 報 伝 達 制 御 技 術 、

(3)高 機 能高 分 子 材 料 構 造 設 計 ・評価 シス テム な ど。

③ ハ イ テ ク技 術 の交 流 促 進:

ハ イ テ ク分 野 に おけ る産 業協 力 の 促進 が きわ め て重 要 で あ る ので 、 独 自の技 術 を

ベ ー ス に ライ セ ンス供 与 、 ジ ョイ ン ト・ベ ンチ ャー等 の 海 外事 業 展 開 を 目指 す国

内 の 中堅 、 中小 企 業 を組 織 して 、 ハ イ テ ク技 術 交 流 ミ ッシ ョ ン と して 海 外 の関 連

機 関 と提 携 し商 談 会 を お こな う。 これ に より、具 体 的 な産 業 協 力 の実 現 をは か る。

④ 投 資 ・技 術 交 流 コ ンサ ル テ ィング:

投 資交 流 、技 術 交 流 な ど産業 協 力 の担 い手 は個 々 の企業 で あ る。 産 業 協 力 を よ り

一 層 、 効果 的 に展 開 して ゆ くた め には 、 投 資 や技 術 の交 流 にお い て 、互 い に ポ テ

ン シ ャ リテ ィーの あ る企業 同 士 の案 件成 立 に可 能 な限 り協 力 す る。

⑤ 技 術情 報 の収 集 と提 供:

上 記 の 各種 の産 業 協 力 の事 業 を展 開す るに は、 わ が国 お よび 海外 諸 国 の最 新 の技

術 開発 の動 向 、産 業 技 術 政 策 を 含む技 術 ・商 品情 報 の収 集 と提 供 を行 う。

(1)海 外技 術 情 報誌 の発 行 、提 供

② 英 文 技 術 情 報 誌 を発 行 、提 供

5.産 業 協 力 の期 待

① 目木 へ の要 請 が 高 い もの:

ジ ェ トロの調査 に よる と、 日本 に期 待 している産 業 協 力 の 内容 は次の とおりで あ る。

(58年4月 ロ ン ドン事 務所 調 べ)

(1)英 文 に よる 日本 の技 術 情 報 の提供(す べ て の分 野)

(2)技 術 者 の相互 交 流(す べ て の分野)

(3)日 本 の特許 、 ノ ウハ ウな どの提供(す べ て の分 野)

(4)日 本 の技 術k－ よび研 究 開発 活動 の広 報(特 にバ イオ テ ク ノ ロ ジー)

㈲ 研 究 開 発 の協 力 を求 めて い る 日本 企業 の紹 介(特 に エ レク トロニ ク ス)

(6)研 究 開 発 の協 力 の た めの情 報紹 介 機 関 の設 置

(7)日 本 企業 お よび研 究 開発 機 構 に関 す る 「企業 情 報 」 の提供

特 に(a)ど の よ うな取 り引 きが可 能 で あ るか

(b)ど の よ うな種 類 の方 法 が望 ま しい か

(c)成 功 す る と思 わ れ る経営 上 の諸 問 題 を 含 め た幅 広 い情 報
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(8)貿 易 見本 市 等 に 関 す る情 報

① 産業 協 力 を促 進 す るた め には 、 ジ ェ トロ調 査 の事 例 研 究 に よる と

(1)産 業 協 力 の可 能性 の あ る企業 の発 掘 と

② 産 業 協 力の 可 能性 の あ る企業 同士 の接 触 機 会 の創 出が

きわ め て重 要 で あ る。

こ のた め に は 、

(a)産 業 協 力 の会 合 、 セ ミナ ー な どの 開催

(b)人 的 プ ログ ラム な どの制 度 拡 大 と改善

が 不 可欠 と して い る。
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4産 業協力関係情 報

① 産業協 力の推進 に役立 つ情報には、次 の ような ものが考 え られ る。

産業協 力推進 関連情報

投 資 交 流 お よび技 術 交 流 の対 象 とな り うる関心 の高 い 分 野 の技 術 情 報 の

提供 。

特 に、 コ ン ピュー タ、バ イオ ・テ クノ ロ ジ ー、 ロボ ッ ト技 術 な どの最 先

端技 術 お よびそ の新 製 品 に関 す る情 報 に 関心 が あ る。

産 業 協 力関 心 企業 情 報 デ ー タベ ース

産業協 力(特 に技術交流)に 関心を持 つ国 内お よび海外 の企業 に関す る

情報。

製造業 を営む企業 を中心 に調査 を実施 して、情 報の収 集 と整備 をお こな

う。

昭和61年 度 に実施 したア ンケ ー ト調査 の内容例 は参考 一1「 先進国 と

の技 術交流等関心企業調査」 を参照。

海外 投資に関心 を持 つ企業 に関 する情報。

ジェ トロでは、わが国 の投資関心企業 に関 する情報 を収集 して海外投資

関連事業 の実施 に活用 してい る。

「海外投資関心企業 アンケー ト」 の内容例は参考 一2参 照。

直 接 投 資 を行 う場 合 に不 可 欠 な工業 団地(イ ンダ ス トリア ル ・サ イ ト)

な ど直接 投 資先 に関 す る立 地 情 報。

ジ ェ トロでは 、62年 度 よb海 外諸 国 の工 業 団地 情 報 の収 集 を実 施 し、

将 来 の デ ー タベ ース化 にそ な え る計 画 で あ る。

産 業 協 力 関 連 ・イベ ン ト情 報 デ ータ ベ ー ス

見 本 市 、 セ ミナ ー、 ミッシ ョン派遣(受 入)、 商 談会 な どイ ベ ン トに 関

す る情報 。

各種 イ ベ ン トの 開催 に係 わ る情 報 は 、産 業協 力 に結 び つ く可 能 性 が あ る

企業 同士 の接 触 機会 を創 出 す る効果 が期 待 で きる の で 、産 業 協 力 の推 進

に有 用 で あ る。
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② 上 記 の産 業 協 力 関 連情 報 の うち 、 「産 業 協 力 ・技 術情 報 」 の デ ータベ ー ス化 が 最重

要課 題 と考 え られ る。

そ の理 由は 次 の とお りで あ る。

① 産 業協 力 の実 施 に あ た って不 可 欠 で あ る こ と。

産 業協 力 を推 進 す る各種 事 業 の実 施 には 、産 業 協 力 の対 象 と なる技 術 情 報 が 不

可 欠 で あ る。

② 日本 の ハ イテ ク情 報 のニ ー ズが最 も大 きい こ と。

ジ ェ トロが実 施 した各種 の産業 協 力 に関 す る調 査 か らわが 国 のす ぐれ た技 術 情

報 の提 供 が最 も期 待 され てい る。

③ 日 ・EC産 業 協 力 セ ンタ ー事業 の重 要 課 題 で あ る こ と。

62年 度 に設 立 予定 の 日 ・EC産 業 協 力 セ ンタ ー事 業 の事 業構 想段 階 に おい て 、

EC側 か ら(1)研 修 事 業 に加 え て

(2}情報 提供 事 業 の実 施 要 請 が あb、

情 報 提供 の一 つ と して 、産 業 協 力 ・技 術 情 報 のデ ー タベ ースが 適 当 と考 え られ

る こ と。 さ らに、 研修 事 業 な どに 活用 で き る こ と。

④ 海 外 向 け の技 術情 報 が 限 られ てい る こ と。

諸 外 国 か ら 「日本 は技 術 情 報 の提 供 が少 な い」 との批 判 が あ る こ と。 ジ ェ トロ

で は15年 以 上 前 か ら、 この批 判 に 答 え るた め英 文 の技 術情 報 誌 を発 行 し関 連

諸 機 関 に無償 配 付 して きたが 、最 近 の情 報 ニ ーズ は従 来 の印刷 形 態 か らデ ー タ

ベ ー ス化 した 媒体 に強 い 関 心 が あ る こ とか ら、 ジ ェ トロ と して もこの ニ ーズ に

対 処 す る必 要 が あ る こ と。
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参考 一1「 産 業 協 力関 心 ア ンケ ー ト」

先進国との技術交流等関心企業調査

STUDYOFINDUSTRIALCOOPERARIONBET胃EENJAPANANDADVANCEOCOUNTRIES

=

会社名:ロ 口口口口 代表者名:口 口ロ口口

COMPANYNA罰E:XXXXXXXXXXXXXXPRESIDENT:XXXXXXXXX

住 所:東 京都千代田区ロロ口口ロ

ADDRESS:XXXXXXXXXXXXXXXXXXX

担当者名:口 口口口ロ 役職名:取 締役開発部長

PERSONINCHARGE:xx・ ・x・xxx・xxTITLE:DmECTOR .R&DDePt.

所 属:開 発部

DEPART置ENτ:R&DDept.

TEL:03-xxx-xxxxCABLE:

TELEX:xxxxxxxxxxxxxJFAX:03-xxx-xxxx

設 立 年:1917払 込 資 本 金:¥44 ,000,000.一

従 業 員数:1095人 年 商:2250HILLIONYEN

業種、製品等:

力性 ソー ダ、 塩素系無機薬品、 合成樹脂、 界面活性剤、 グ リコール類

脂 肪酸 誘 導 体 、 マー ガ リンお よ び シ ョー トニ ン グ、 冷 凍 食 品

M屑EOFPRODUCTS:

HANUFACTUREANDSALEOFPRODUCTSsuchas

CAUSTICSODA.INORGANICCHLORINEDERlVATIVES ,SYNTHETICRESINS,

SURFACTANTS.GLYCOLS,FATTYACIDDERIVATIVES ,

圏ARGARINE&SHORTENINGS,FROZENFOOD
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先進 国 との技 術 交 流 等 関心 企 業 調 査(つ づ き)

業 種:.

ロ農 林水 産 業(FISHERY&FORESTRY)口 通信 用 機 器(TELECOMMUNICATIONEQUIPMENT

口建 設(MINING)

■ 食品 、飲 料(FOODS,DRINKS)

口繊 維 製 品(TEXTILEGARNENT)

白紙 、 パ ル プ(PAPER&PULP)

■ 化学 製 品(CHEMICALS)

口 医薬 品(PHARMACEUTICAL)

口 石 油 ・石 炭製 品(OIL&COAL

PRODUCTS)

ロ ゴ ム製 品(RUBBERGOODS)

ロ ガ ラス ・土 石(GLASS&CERANICS)

口 鉄 鋼(IRON&STEEL)

口 非 鉄金 属(Non-FERROUSMETALS)

口金 属製 品(薗ETALPRODUCTS)

口機 械(MACHINERY)

口重 電 機器(HEAVYELECTRIC

NACHl腿ERY)

口 家 庭電 器(HeMEAPPLIANCES)

口事 務機 器(OFFICEHACHINERY)

ロ コン ピ ュ ー タ機 器(COMPUTEREQUIPH酬 丁)

ロ コン ピ ュ ー タ ソ フ ト(COMPUTERSOFT胃ARE)

口音 響 機 器(AUDIOEQUIPMENT)

口電 子 部 品(ELECTRONICSPARTS)

口 回ポ ッ ト機 器(ROBOTICS)

口 輪送 用 機 器(TRANSPORTEQU{PMENT)

口 自動 車 部 品(AUTOPARTS)

口精密 機 器(PRECISIONMACHINERY)

口光 学機 器(OPTICALS)

口医 療 機 器(NEDICALEQUlPMENT)

口計 測 機 器(MEASURINGINSTRUMENTS)

口 その他 製 造(NISCELLANEOUS穐fg)

口商 業 ・流通(COMNERCE,DISTRIBUTION)

口運 輸(TRANSPORT)

口倉 庫 ・荷 役(胃AREHOUSING&聞ARF)

ロ サ ー ビス業(SERVICES)

ロ ベ ンチ ャー ●キ ャピ タル(V酬TURECAPITAL
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先進国との技術交流等関心企業調査(つ づ き)

n.技 術交流等の関心 について

1.貴 社では外国企業 との技術交流、共同研究、委託研究、OEM取 り引 き、合弁事

業、 また海外への単独進出等について関心 があ りますか。

■関心があ る。 口関心がない。

● 関心が ある場合 には次のいつれかにチ ェック願 い ます。

■今後、具体的に検討の予定 口具体的に検討はしていないが関心がある

2.関 心 がある場合 には、以下の技術交流等 の形態別にチ ェ ック願 います。

(TYPEOFCOOPERATAION)

■ 技術導入 ■ 技術供与

(TECHNOLOGYINTRODUCTION)(TECHNOLOGYTRANDFER)

■ 共同研究 口 委託研究開発

(COOPERATIVER&D)(R&DCONSIGN日ENT)

口 受託研究開発 口OEM取 り引き(輸 入)

●
(R&DENTRUSTHENIr)(OE田1胃PORTS)

口OEM取 り引き(輸 出)口 第3国 市場での共同事業

(OEHEXPORTS)(COOPERATlONlNTHlRO田ARKET)

■ 日本における合弁事業 ■ 海外における合弁事業

(」OINTVENTUREinJAPAN)(JOINTVENTUREinCOUNTRYCONCERNEO

口 単独進出 口 その他

(100%0冒NEDCOPORATION)(OHERS)
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先進国との技術交流等関心企業調査(つ づ き)

3.2項 で チェ ックした項 目の具体 的内容 および実施計画 を記述願 います。

対象国 はで きるだけ具体的に国名で記入願 い ます。

英文

ソ フ トフ ェ ラ イ トお よ び マ グ ネ ッ ト製 造 技 術

エ ン ジ ニ ア リ ン グ プ ラス チ ッ ク

超 臨 界 技 術(溶 解 、 抽 出)

超 微 粉 化 技 術

氷 冷 保 存 技 術

PRODUCTIONTECHNOLOGYforSOFTFERRITEANDNAGNET

PRODUCTIONTECHNOLOGYforENGINEERINGPLASTICS

TECHNOLOGYOFSUPERCRlTICALSTATEforOISSOLVTIONand

EXTRACTION

4.PRODUCTIONTECHNOLOGYforSUPERFINEPOWDERS

5.PRODUCTIONTECHNOLOGYatCHILLEDCONDITION

対 象 国(COUNTRIES)

口 北 米(米 国

口 才セ アニ ア(

口 欧州(英 国、西独

口 その他(

実施計画(交 流を実施する時期、 希望計画について和文で記入願います)

1988年 頃
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参考 一2投 資 関 心 企業 ア ンケ ー ト調 査

海 外 投 資 関 心 企 業 調 査

工

会 社 名:口 口口口ロ

COHPANYNA岡E:XXXXXXXXXXXXXX

住 所=東 京都千代田区ロロロ口口

ADDRESS:XXXXXXXXXXXXXXXXXXX

担 当者名:口 口口口ロ 役職名: 輸出入第一課長

』ERSONINCHARGE:xxxxx XXXXXXX TITLE: HAMGER

所 属:輸 出入第一課

DEPART瓢ENT:INPORT-EXPORT D川SION

TEL:03-xxrxxxx CABLE: 03-XXX-XXXX

TELEX:xxxxxxxxxxxxxJ (国 内) FAX: 03-xxx-xxxx

XXXXXXXXXXXXX (海 外)

設立 年:1972 払込資本金: 200則LLIONYEN

YEARofESTABLISHNENT PAIDCAPITAL:$1,333,000(150YEN/$)

従業員数:800人 年 商: 65,000HILLIONYEN

NOofE岡PLOYEES ANNUAL SALES:$4,333.000(150YEN/$)

輸 出比 率:60.0 株式上場の有無: 非上場

EXPORTATIONRATIOα) STOCKEXCHANGE: NONPUBLIC

業 種:製 造業

LINEOFBUSINESS:日ANUFACTURING

★本調査票の公開希望有無: ■希望 しない 口希望する
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海外投資関心企業調査(つ づ き)
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海外投資関心企業調査(つ づ き)

進 出希 望 分野(PLANNEDPROJECT)

口農 林 水 産 業(FISHERY&FORESTRY)口 通 信 用 機 器(TELECO刷UNICAHONEQUI聞ENT

口 建 設(MINING)ロ コ ン ピ ュー タ機 器(COHPUTEREQ田P輿ENT)

■ 食 品 、 飲 料(FOODS,DRIN《S)

● 口 繊 維 製 品(TEXTILEGAR岡ENT)口 音 響 機 器(AUDIOEQUIP胃ENT)

口紐 、 パ ル プ(PAPER&PULP)口 電 子 部 品(ELECTRONICSPARＴS)

口化 学 製 品(CHE阻CALS)口 口 ポ ッ ト機 器(ROBOTICS)

口医 薬 品(PHARHACEUTICAL)口 輪送 用機 器(TRANSPORTEQUIP屑ENT)

口石 油 ・石 炭 製 品(OIL&COAL□ 自動 車部 品(AUTOPARTS)

PRODUCTS)口 精 密 機 器(PRECISIONHAC田NERY)

ロ ゴ ム製 品(RUBBERGOODS)口 光 学 機 器(OPTICALS)

ロ ガ ラス ・土 石(GLASS&CERA川CS)口 医 療 機 器 個EDICALEQUIPHEM)

口 鉄 鋼(IRON&STEEL)口 計 測 機 器(屑EASURINGINSTR服ENTS)

●
口 非 鉄 金属(NorFERROUSHETALS)口 その 他製 造(HISCELLANEOUS胃fg)

口金 属 製 品(貰ETALPROOUCTS)

口機 械(HACHINERY)口 商 業 ●流 通(CO"ERCE,DISTRIBUTION)

口 重 電 機 器(HEAVYELECTRIC口 運 輸(TRANSPORT)

融CHlNERY)口 倉庫 ・荷役(胃AREHOUSING&開ARF)

口 家 庭 電 器(HOHEAPPLIANCES)ロ サ ー ビス業(SERVICES)

口 事務 機器(OFFICE貰ACHINERY)
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皿 技 術 情 報 の デ ー タベ ー ス化

1.産 業 協 力 のた め の技 術 情 報

産業 協 力 のた めの技 術 情 報 に求 め られ る もの は次 の よ うな もの で あ る。

① 英 文 の技 術情 報

諸 外 国 に提 供 す るに は外 国語 で あ る こ とが望 ま しい。

「日本 か ら海 外諸 国 に 提供 され る技 術 情 報 は 少 ない」 との批判 に応 え るた め には、

日本 語 の まま で も(翻 訳 に こだ わ らず に)情 報 提供 す る積 極 さ が求 め られ てい る

が最 小 限 、英 文 化 は 必要 で あ る。

② 投 資交 流 、技 術 交 流 を望 む"技 術情 報"

諸 外 国 が 投 資交 流 ない し技 術 交 流 を望 む分 野 の技 術 情 報 は主 と して 、例 え ば 、 ロ

ボ ッ ト技 術 、 エ レク トロニ ク ス お よび コ ン ピュー タ技 術 、 バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー等

の ハ イ テ ク産 業技 術 で あ る。

③ 特 定 企業 、技 術 分 野 に偏 らな い こ と。

技 術 交 流 、投 資交 流 な どの産 業 協 力 には 、幅広 い技 術 情 報 で あ る こ とが 必 要 で 、

特定 の企 業 、業 種 、技 術 分 野 に偏 らない こ とが重 要 で あ る。

特 に 、 わが 国 の 中堅 ・中小 企業 が 開発 した技 術 情 報 、中 堅 ・中 小 企業 が 多 い分 野

は よ り一 層 の産 業 協 力 の成 果 が 期 待 で き る。

④ 新 製 品 、新 技 術 の紹 介

わ が 国 の先 端技 術 を駆 使 した最 新 技 術 の 紹 介 と、 そ の技 術 を活 用 した新 製 品 の紹

介 を中心 に した もの。

研 究 論文 を主 とす る技 術情 報 は 学会 誌 な どで既 に発行 ない しデ ー タベ ー ス化 して

hるo

ま た 、個 々の 企業 の ニ ュー ス リ リー ス等 で提 供 した新 製 品 に関 す る情 報 は新 聞 、

雑 誌 な どで取 り上 げ られ 、そ れ を も とに した デ ー タベ ー スは 少 な くな い。

こ のた め 、 「わが 国 の先 端 技 術 」 を紹 介 す る に足 る情 報 で あ る こ とが 、期 待 で き

る情 報 で あ る こ とが 必 要 で ある。

技 術 交 流 、 投 資交 流 を 目的 で あ る た め、 提供 対 象 とな る情 報 へ の信 頼性 は きわ め

て重 要 な要 素 で 、性 能 な どの記述 には 正 確 さ を要 求 して い る。

情 報 の取 捨選 択 に あた っ て も、専 門 家 に よ る内容 検 討 、編集 会議 等 に よる判 断 が

必 要 で あ る。 ま た、仕 様 や 性 能 の正 確 さ を期 す た め に 、公 的機 関 に よる検 査 、試

験 結果 あ るい は ユ ーザ ーな どの記 録 等 に も とつ く確 認 を行 う こ とが 望 ま れ て い る・

⑤ 開 発 企業(機 関)の 紹 介

デ ー タベ ー スの構 築 後 の活 用 課 題 の 中心 が 産 業 協 力 で あ る こ とを ふ ま え る と、 当

該 技 術 の開発 企 業(機 関)に 関 す る 「情 報 」 が 必 要 で あ る。

紹 介 した技 術情 報 に関 心 を持 つ 企 業(個 人)等 か らの照 会 に備 え て 、

(1)開 発 企 業 名
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(2)照 会 先 の所 在 地
'(3)部 門 名 な どは

、不 可 欠 な項 目で あ る。

さ らに、情 報 提供 の実 施段 階 に おい て は 開発 企業 に関 す る よ り詳 しい 「情 報」 が

必 要 と考 え られ る。

そ の際 の情 報 内容 と して考 え られ る もの は、 次 の よ うな情 報 で あ る。

(1)「 産 業 協 力 の関 心 有 無 」

紹 介 した技 術 情 報 の研 究 開発 企業 が 、技 術 交 流 お よび投 資交 流 の希 望 ない し

関 心 を持 って い る か ど うか が 分 か れ ば、産 業 協 力 の 推進 に は きわ め て強 力 な

情 報 で あ る。

そ こで 、 ジ ェ トロで は、 わ が 国 お よび海 外 の 企業 を対 象 に 「技 術 交 流 等 の 産

業 協 力 に対 す る関 心 調査 」 を実 施 してい る。(1-5参 考 一1参 照)

この調 査 結 果 を産 業 協 力 ・技 術 情 報 のデ ー タベ ース と並 行 して 、 「産 業協 力

関心 企 業 デ ー タベ ー ス」(仮 称)と して構 築 す る こ とに よ り、技 術 情 報 の情

報 提供 サ ー ビス の補 完 的 な役割 を は たす こ とが期 待 で き る。

同様 に 、 直接 投 資 に対 す る関 心 の有 無 を調 査 す るた め に実 施 して い る 「海 外

投 資 関心 企 業 ア ンケ ー ト」(1-5参 考 一2参 照)の 調査 結 果 を活 用 す る

こ とに よ り、 より一 層 の産 業 協 力 の推進 を は か る こ とが 期 待 で きる。

(2)「 企 業 情 報項 目」

い わ ゆ る企 業 ダ イ レ ク トリーに記 載 して い る事 項 。

例 え ば 、 資本 金 、従 業 員数 、代 表 者名 、 売上 高 、財 務 諸 表 の記 載 項 目 な ど。

産 業 協 力 の成 果 は具 体 的 な技 術 提 携 、 資本 提 携 、 資本 提 携 等 に より実 現 す る

もの で あ る こ とか ら、 これ らの情 報 の提供 は不 可 欠 な もの で あ る。

た だ し、 これ らの項 目 を網 羅 した デ ー タベ ー スは、 す で に著 名 で大規 模 な も

の が普 及 してい る の で、そ れ らを活用 した情 報提 供 サ ー ビス を行 う こ とに よ

り、効 果 を あげ る こ とが で き る。

(3)「 技 術 水 準項 目」

研 究 開 発 企 業 の技 術 力 、技 術 水 準 を示 す指 標 とな る情 報 項 目。

例 えば 、特 許取 得 件 数 、新 製 品 発 表 件数 、研 究 開発 予算(な い しそ の比 率)、

特 許 権 収 入 額 な ど。

これ らの情 報 は 、 紹 介対 象 と なる技術 が す ぐれ て い る こ とに加 えて 、 当該 技

術 を持 つ 企 業 と技 術 交 流 お よび投 資交 流 を希 望 す る外 国 企業 の意 思 決定 に重

要 な役 割 を持 つ もの と思 わ れ る。

2.ジ ェ トロ英 文 技 術 情 報 誌

ジ ェ トロ発 行 の英 文技 術 情 報 誌 ・"NEWTECHNOLOGYJAPAN"は 上記1

の主 旨に も とつ い て編 集 して い る もの で あ る。

同 誌 は61年3月 ま で、"THEJAPANINDUSTRIAL&TECHNOLOGICAL
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BULLETIN"と して発 行 され 、 通 算 約15年 の実 績 が あ る。 そ こで 、同誌 の記 事

情 報 を もとに産 業 協 力 ・技 術 情 報 の デ ー タベ ー ス化 を図 る こ とに した。 理 由 は 次 の と

お り。

① 技 術情 報 誌 と して の評 価:

わ が国 の先 端 技 術 お よび先 端技 術 商 品 を紹 介 す る英 文 の技術 情 報 誌 と して 、既 に

約15年 の実 績 が あ り 、情 報 内容 は諸 外国 の関 係 機 関 か ら高 い 評価 を得 て い る。

② 「日 ・EC産 業 協 力技 術情 報 デ ー タベ ース」 の 内容 にふ さ わ しい技 術 情 報:

産 業 協 力 推進 にふ さ わ しい技 術 情 報 を掲 載 して い る こ と。 ナ シ ・ナル ・プ ロ ジ ェ

ク トの紹介 か ら、海 外 へ の紹 介 を希 望 して い る新 技 術 情 報 ま で広 範 囲 な情 報 内容

で あ る こ と。

特 にEC諸 国 か ら要 望 の高 い ハ イ テ ク産 業 分 野 の新製 品情 報 を 中心 に掲載 し、研

究 開発 企 業 に わが 国 の 中 堅 ・中 小企 業 が 多 数 含 まれ てい る。

③ 即 戦 力 の デ ー タベ ース

情 報収 集 体 制 が 確立 してい る ので 、短 期 間 でデ ー タ ベ ー ス の構 築 が可 能 で あ り 、

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス をす み や か に実 施 で きる。
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参考 一3 「NEWTECHNOLOGYJAPAN」 掲 載 記 事 情 報'

(新 製品情報の例)

RObOtic§;& reCISIonMachmes

鑑 識 篇b6,
MitsubishiElectricC6rp

.orationh'as

comeOutWit・habinpickingrobotthat

acCuratelyldiscriminatesandpicksout

specifi(iobjects,eVenthoSethathave

been.piledupoverlapPedinabin.

Thisrobothasbeenintroducedinto
層th
ecompany'sShinshiroWorksto

automatepartoftheminiaturemotor

shaftprocessingline,andservesto

discriminatethepositionsanddirec-

tionsoftheshaftsbymeansofasen-

sor,pick三ngthesha.ftsogtoneafter

anotherfromarawmaterialpalletand

feedingthemintoanNClathe.Differ-

ingfromconventionaltypヒsofrobot ,

t.hereisnoneedt6-neatlyalignthe

targetobjectinthebin.Theshapeof

theshaftstobegraspedismemorized

bythesensoranditslmagecaptured

byacameraforcomparisohwiththe

referenceimagetobepickedoutfrom

amongtherandomshaftscontained三n

thebin.Whenashaft'simagematches

t.hereferenceimage,,therobotpicks

theshaftoutfromamongthepileof

othershafts.

The'robotisequippedwithamono-

chtomicsensortosensethetarget

object'scontourandaproximitysen-

sortosensetheobjecピsdista'nce.The

companyhadbeendoingresearchon

therobotsinceaboutl984、andsince

thetimerequiredf()rtherobotto

grasptheobjectwasshortenedfrom

theinitial16sectoabout4sec,the

companydecidedtointroducethe

robotintoitsownproductionline.

Thecompanyplanstointroducethe

robotintootherproducこionlines

soon・Uponloweringthesensingsys・

temfspricCtothe¥3millionlevel,the

companyplanstomarkeしthetotal

systematabout¥8～9million.

'〃 ∫∫∫功 励'ε/2c〃icCorpora'ion'

PublicRelationsDep'.

・2-3
,Marunouchi2-c/10〃le,・Chiyoda-ku,

Tokyo

TeL'03-218」2172Tele.r:」24532ルtELCO

ブ
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参考 一4 「NEWTECHNOLOGYJAPAN」

(ナ シ ョナ ル ・プ ロジ ェク ト情 報 の 例)

掲載記事情報

・」FuelCelgPoωer

s減 磁'

Generαtion

・

lntroduction

Nearlyone-thirdofthetotalenergy

demandinJapantodayisconsumed

inthefbrmofelectricenergy,andthe

demandfc)relectricpowerisexpected

toincreaseintheyearsahead.This

makesitextremelyvitaltopromote

emciencyimprovementandenergy

consumptionmeasuresf()rpowersys-

tems,o[powergenerauon,transmls-

sion,anddistributionsystems,aswell

astodiversifythemodesofsupplying

eleCtricpower.

ThefUelcellmayberegardedasa

sort .ofelectrochemicalenergyconver-

siondevicethatcontinuouslyconve「ts

chemicalenergydirect[ylntoelectrical

臼ergy.Whileordinaryheatengines

arerestric【edbytheCarno【cycleand

canatbestdisplayanenergyconver-

sionemciencyofonly40%evenwith

themostadvancedthermalpowergen・

erationplan匡,the伽elcenpowergen-

erationsys【emhasatheoreticalenergy

conversionemcierlcyofoveエ90%,and

apracticalflＬelcellpowergeneration

systemisexpectedtodisplayanenergy

conversiohemciencyof40～60%.

『Otheradvantagesof【hefUelcell

powergenerationsystemarethatitis

notanenvironmen【alpollutionhaz'

ard、therearealmostnorestrictionsin

itssitingconditions,anditspower

generalionemciencyisnotimpaired

evenduringsmall・capacitypowergen-

eration,Therefbre,bycapitalizingon

theseadvantagesandins【allingruel

cellpowergenerationplantsinthe

proximityofprincipalenergycon-

sumpuonreglons,powertrans刑sslorl

anddistributionlosseswillbeslashed,

andwasteheatsourceswmbeeffec-

tivelyutilized、makingitahighly

promisingmodeofpowergeneration

forthefuture.

1.nJapan,research'onthe邑FuelCell.

PowerGenerationTec㎞010gy"was

s【artedinfiscalyearl981aspartofthe

"Large ・ScaleR&DProj㏄ 【sfbrEnergy

Conservadon"under匡heMoonlight

ProjecしPresently,al,OOOkWclass

phosphoricacidfuelcellpowergener・

ationsystemhasbeencoロ ∫trug匡edand

isundergoingadjustrnentrunningin"

preparationfbritsdemo【lstrationrun・

ning.Togetherwiththisresearchis

beingadvancedonothert}pes、ofrue1

F∫8.7.Pr'ncipleofFue∫Ce"

H2

Hydrogen

gas

cells,suchasthernoltencarbonateand

solidoxidefuelcells.

Electricity

Operation・PrincipleofFロel

Cells

Theoperationprincipleofthefuel

cellisexactlyopPositethatofwater

electrolysis.Apairofelectrodesare

placedinan・electrolyte,suchasphos-

phoricacid,Oneoftheseelectrodesis

suppliedwithfue1(hydrogen)andthe

otherwithair(oxygen),generaring

waterande!ectricityatthesametime.

(以 下省略)
・

1

帖 9

Electrode

＼ e

－

e一 ㊥
Erectrode
/

・

層

・ ＼ /,
一 一

→
H+ ←

一
Fuel
(Hydrogen,

→ .

日ectrolYte

Air

(Oxygen)

一

、

etc.)
F

一 {Phosphor一 一

← icacid, →
.

一
etc.}

一

」

.

「

一2H・+2e－ ス0・+2H++2e一

HYdrogenElectronOxygen

ion .gas

→H,O

HydrogenE|ectronWater

ion

－18一
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参考 一5 「NEWTECHNOLOGYJAPAN」 掲 載 記 事情 報

(ト ピ ックス の例)

'Nii

gαtαPrefecture2sExchαnge

GroupAmonσ 、Oi179erentTrades・

コプ
11gataPrefecture,whichfaces

N theJapanSea,isabouttwo

hoursridefromTokyobythe

Joe【suShinkansen,andistheseatof

themanufactureofthemetaltable.

wareandmachining'industries
,ceriter'

lngontheregionssurrbunding

NiigataCi【yandNagaokaCity .

Itwasin1981.thatthefirstexchange

groupamongdifferenttradesstar【ed

operaungln【hepre「 ヒcture .Sincethen,

theprefecturalgovごrnmen【andthe

IndustrialResearchInsti【uteof

NiigataPrefecturehavestriven【of()s.

terthesegroups ,andsincel981an

exchangegrouphasbeehestablished

eachyear.Altoge【her,5ixgroupshave .

beenestablisheduptonow,andthe

roleofsecretariatofthesegroupsis・

beingperf()rmedbytheprefectural

governmen【and匡heIndustrial

ResearchInsti{Ute.

Participatingineachofthesegroups

areabout20priva【ecorpora匡ionsthat

opera【einNiigataPrefecturewhose

Iradesextendoverawiderange,in・

cludingthemachinerymanufacture,

metalprocessing,textne ,electronics,

ceramics,andplasticsindustries .Each

groupholdsaregularmee【ingabour

onceamon【hinordertodeepen

understandingamongthemembersas

wellastoengageinjointresearchand

developmeminnewtechnologiesand

.prodUCts.

Thefirstgroupamongdifferent

trades,inauguratedin1981 ,iscalled

theAsahiGroup,anditsgroupmem・

bersinvestedandestabHshedacom-

panycalled　 AsahiShoken"whose

purposeistodevelopnewproduc【s.

Thecompanyisstrivingtodevelop

newproductsbasedonideassubmiい

tedbythegroup'smemberswhlle

endeavoringtodevelopnewpioducts

onltso ,Ψn,andhaS⊃ofごrdevelopeda

mobilelypegarage,amoisture

remOvalSyStemf()rremOvingmOiStUre

frornunderthefioorsofhouses
,a

systemformeasuring【hesaltcon【ent

lncement,andOthers.

Thesecondgroupes【ablishedin

1982isknownastheTechnology

Developmen【Cen【er'82 ,0rTAC.As

oneoftheact三vitiesofthi59roup ,the

membersjointlyestablishedasales

company,"SonTAC,"formarketing

theproduc【sdevelopedby【he8roup .

Incidentally,thenewproductsdevel-

opedbytheTACGroupincludea

vacuumfc)odstoragesys【emusinga

vacuumgenerator,andarnagnetic

waveshieldingmateriaL

Meanwhile,thethirdgroup,estab・

lishedinl983,hasdevelpedanauto-

matlcpopcornvendingmachine,an

au匡oma【tcpreclstonsolderingrobo【

systerp,andOthers.'

Adescriptionisofferedhereunder

oftheprincipalnewproducisdevel-

opedbytheseexchangegroupsamong

different【rades.・

1.Non-Electro|yticPlatingElec-・ .

tromagneticWaveShielding

Material・

Commercializedwerewearing

apParel,curtains,andothertextile

products.whichwereproducedby

glvlnganon-electrolyricplatingtreat-

rnenttopolyesterfabricspolyes【er/

rayonblendednonwovenfabric ,and

Japanesepaper(washi).Theseprod-

uctsnotonlyhaveanexcellentelectro-

magneticwaveshieldingeffecrbuピ

alsogreatdurabilityandlowmanufac-

turlngcosし

Non-electrolyticplaringenables

platingtobeperf{)rmednotonlyon

thematerialsdescribedabo、'e、butalso

onnon-conductivesubstances,suchas

glass,ceramics,plastics,andvarious

kindsoffibers,sothegroupplans【o

commercializeallsort≦ 。felectromag-

neticwaveshie]dingmaLerialsfrom

nowon.

2.Fu‖yAutomaticPopcorn

PreparationMachine

AnOUtStandlngfeatureorthls

machineliesinitsuseofaspecialtype

orroastingmethodf()rpreparingthe

popcorngrainsfrom【heroasting

stage,【herebyenablingpurchasersto

enjoytrulyfreshpopcorn.

Thecharacteristicsofthismachine

arefullyutilizedintheauromatic

popcornVendingmachinedesignedto

enablepurchaserstoselectpopcorn

flavoredtotheirdesiredtaste(flavored

withcurry,beef,chocolale,orjust

salted).

SpecificationsofAutomaticDispenser

TypePopcornPreparationMachine

Types=3models

'Capaci【y:Popcornf{)r250servings

Power:Heaterl,050W,otherparts

340/310W(max.)

Ou【ersize:650×450×1,700mm

Weight:152kg(machineproper

l30kg,frame22kg)

3.PrecisionAutomaticSolder_

ingRobot

Adistinctadvan【ageofthisrobotis

that【hedimensionalerrorinsoider

melting,frequentlycausedbytheheat

ofthesolderingiron'stip,iskeptata

minimumbyinstan【aneouslyrewind-

mgthewlresoldersubsequenttosoL

derfeeding.Inaddition,amechanical

stopPerthatisactuatedsimultaneous

withmotorreversingisincorporated

inthewiresolderreturnmechanism,

resuttinginthatthewiresolderis

alwaysrewoundinafixedlength.

RobotSpecifications

Numberofsolderinguni【s:2units

Bitturningangle:

Bitvariablepitch:

Max.bi【pi【ch:

Bitver【icalStroke:

0～180"

20mm(Paxe)

35mm

Wiresolderdiarneter:

Numberofsettablesolderingcondト

tions;32conditions'

45mmmax.

0.8～1.2mm

(以 下省略)
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3.「 日 ・EC産 業 協 力 ・技 術情 報 デ ー タベ ース 」 の 特徴

① 情 報 内容 は次 の4種 類 に大 別 で きる。

事例 は ・1986年 ・2月 発 行 のrNEWTECHNOLpGYJAPAN」 繊1彊

の タ イ トル で あ る。'
.、

(1)先 端 技 術k・ よ び そ の 関 連 す る 話 題'

例:○ カ ス タ ムICの6イ ン チ ウ エ ハ ー 量 産 ラ イ ン(リ コ ー ㈱)

○、奈 良 県 異 業 種 交 流 グ ル ー プ(NATEM)の 共 同 研 究 状 況

(奈 良県商工労働部)

6ハ イ テ ク ・ リフ ァイ ナ リー技 術 開発 プ ロ ジ ェ ク ト

(石 油 産 業 活 性 化 セ ンタ ー)

(2)R&D国 家 プ ロ ジ ェク ト

例:○ ス ーパ ー ・ヒー トポ ンプ エ ネル ギ ー集積 シ ス テム

O燃 料 電 池 発 電

○次世 代 産 業 基 盤技 術 開 発 制 度 の概 要

(3)'ハ イ テ ク技 術 情 報

例:oマ ル チ ・バ イ オ セ ンサ 「(埼 玉 大学 工 学 部)

○微 量生 理 活性 物 質 の長 期 持 続 剤 、(住友製 薬)

01.55ミ ク ロ ン波 長 の光 海 底 中継 器(KDD)

○太 陽電 池 で 走 る 自動 車(三 洋電 機)`

d固 体 型 の酸 素 セ ンサ ー(日 立 中 央研 究 所)

(4)新 技 術 、新 製 品の 紹 介

本件 デ ー タベ ース の核 とな'る もの で 、次 の5項 目か ら構 成 す る。

(a)技 術概 要 の紹 介 ・

(b).技 術 の 特 徴.

(c)性 能as・よび規 格

(d)開 発 企 業 の紹 介 先

(e)図 表 、写 真等

例:○ レーザ ー式 膜 厚 測 定装 置(三 菱 電機)

○押 型金 型加 工FMS(新 潟 鉄工 所)

oプ ラチ ナNMR温 度 計(メ デ ィ カル ・シ ス テ ム ズ リサ ーチ)

○大型 ワイヤ カ ッ ト放 電 加 工 機(ジ ャパ ッ ク ・イ ン ク)

○プ レス機 内 蔵 型 の ハ ン ドリング ・ロボ ッ ト(平 和 技 研)

Oコ ン ク リー ト吹 き付 け ロボ ッ ト(三 井 建 設)

○光 吸 収 型 の水 素 セ ンサ ー(ホ ー チキ)

○ ガ ラス繊 維 強 化 ス チ レ ン系 樹脂(大 日本 イ ンキ製 造)

O高 微 粒 子 の超硬 合 金(住 友 電気 工 業)

○磨耗 しに くい導 電 性 セ ラ ミ ック ス(日 本 タ ング ス テ ン)
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○等 方 向性 タ ング ステ ン薄板(東 京 タ ン グス テ ン)

○自動無 菌 サ ンプ リング シス テ ム(小 松 川 化 工 機)

○ ジル コニ ア ・フ ァイバ ーペ ーパ ー(品 川 煉 瓦)

○チ ップ型 抵 抗器(ア ル フ ァエ レク トロニ クス)

σ全 自動 真 空 蒸着 装 置(昭 和 真 空)

0100kHz超 音 波振 動 子(日 本 特殊 陶業)

○ホ ール 素子検 査 用 陶 界 グ ローバ ー(フ ェイ ム)

○高 出力 の超 短 波発生 装 置(エ ヴ ィ ック)

② 中心 とな る技 術 分 野 は 、 次 の7種 類 に 大 別 で きる。

技 術 分 野 の 区 分 1比率(61年 度)

(1)ロ ボ ッ トお よび精密機械

(ROBOTICSand

PRECISIONMACHINES)

%14
.1

(2)新 素材(MATERIALS) 15.9

(3)エ レ ク トロニ クス お よ び コ ン ピ ュー タ

(ELECTORONICSand

COMPUTERS)

20.0

(4)バ イ オテ クノロジーおよび医療機器

(BIOTECHNOLOGYand

MEDICALEQUIPMENT)

12.0

(5)エ ネルギー(ENERGY) 8.1

(6)運 輸および建設

(TRANSPORTATIONand

CONSTRUCTION)

15.4

(7)機 械技術

(MECHANICALENGINEERING
andPROCESSING)

14.5

注:NEWTECHNOLOGYJAPAN掲 載 の新 製 品 ・新技 術情 報 記 事 の 分 野 別 比率
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③ 全 文(FULLTEXT)の 記 事 情 報:

産 業 協 力技 術 情 報 のデ ー タベ ー ス の利 用 者 は諸 外 国 の研 究者 や技 術 者 に 限 らない。

企 業 の経 営 者 、 管理者 か ら外 国 政府 の関 係者 まで を対 象 に含 まれ る。 そ の た め 、

タイ トル 記事 や記 事 要 約 をデ ー タベ ー ス にす る より、 情 報 内 容 を全 文収 録 す る方

が が望 ま しい。 そ こで 「NEWTECHNOLOGYJAPAN」 誌 の編 集 ・印刷 工

程 の ワー プ ロ化 とそ の ワー プ ロ ・フ ロ ッ ピィ を活 用 して 、記 事 内容 の全 文(FULL

TEXT)を 収 録 した デ ー タベ ー ス を構 築 す る。

④ 図表 、写 真 等 の収集 と活 用

技 術情 報 に は 、設 計 図面 、性 能 を示 す グ ラフ 、写 真 な どの イ メ ー ジ情 報 が付 随 し

て い る のが通 常 で あ る。 「日 ・EC産 業協 力技 術 情 報 デ ー タベ ー ス」 の構 築 に は、

デ ー タベ ース 内容 で あ る記 事 情 報 と一 緒 に、図 表 等 のイ メ ー ジ情 報 が情 報 提 供 で

きる シス テ ムの 開発 を行 う。

そ こで 、技 術 情 報 に付 随 す る写 真 、 図 面 、 カ タ ログ等 の関 連 資 料 を フ ァイル 化 し

て デ ー タベ ー スの検 索 結果 と一 緒 に ア ウ トプ ッ トで きる よ うに 考 え る。

4.「 日 ・EC産 業 協 力 ・技 術 情 報 デ ー タ ベ ース 」 のサ ービ ス

「日 ・EC産 業 協 力 ・技 術 情 報 デ ー タ ベ ー ス」 のサ ー ビス は今 後 の検 討 課 題 で あ るが

次 の よ うなサ ー ビス を行 うこ とを想 定 して 、 デ ータベ ース の設 計 を行 っ た。

① 「日 ・EC産 業 協 力 セ ン ター」(仮 称)に お け る情 報 提供:

日本 －EC間 の産 業 協 力 の 推進 のた め に、 昭和62年 度 に 「日 ・EC産 業 協 力 セ

ン ター が発足 予 定 で あ る。 本 デ ー タベ ース は 、同 セ ンタ ーの事 業 の 中心 の一 つ で

ある 『情 報 提供 事 業 』 の核 と して わが 国 の技 術 情 報 の提供 媒 体 と して活 用 す る。

本 デ ー タベ ー スは 日本 －EC間 の産 業 協 力 に限 らず 、他 の諸 外 国 との産 業 協 力 の

推 進 に有 益 で あ るの で 、各 種 の産 業 協 力 推 進事 業 の実 施 に活 用 す る。

② 技 術情 報 サ ー ビス:

ジ ェ トロの オ ン ライ ン情 報 提 供 シ ステ ム(WISE)の サ ー ビス ・メ ニ ュー の一

つ と して、 ジ ェ トロ の全 端 末 装 置 か ら検 索 で きる よ うに計 画 す る。

「WISE」 で提 供 す るオ ン ライ ン情 報 は 、

(1)ジ ェ トロの全 役 職 員 を対 象 に した 『共 同利 用 のデ ー タベ ー ス』 で 、 自由 に検

索 が で き る。

(2)ジ ェ トロの業 務 用 に使 用 す る だ け で な く、 で きる限 り、 外 部 の者 に公 開 して

よ り一 層 の情 報 活用 を は か る。

(3)ジ ェ トロー通 商産 業 省 オ ン ラ イ ン情 報 交 換 シ ステ ム を経 由 して 、通 商産 業 省

の全端 末 装 置 か らア クセ ス で き る。

(4)検 索担 当者 を設 けず に 、情 報 を必要 とす る者 が 直接 検 索 で きる 「情 報」 オ リ

エ ン テ ィ ドの シ ス テ ムで ある。

等 の特 徴 が あ る。
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この た め、 ジ ェ トロ.を訪 れ る外 国 ビジ ネ スマ ン、 外 国 政府 関 係 者 や 在 日外 国公 館

等 を主 に ジ ェ トロの技 術 情 報 サ ー ビス の一 つ と して活 用 す る。

③ 他 の産 業 協 力 関 係情 報 の連 携 ・活用.:

本 デ ー タベ ー ス の開発 目的 は 産 業 協 力(特 に 「日 ・EC産 業 協 力 」)の 推 進 に寄

与 す る こ とであ る。 、

そ こで 、本 デ=タ ベ ース の サ ー ビスに あ た って は 、他 の産 業 協 力 関係 情 報(1-

5項 参 照)デ ー タベ ース の併用 に よって 、 きわ めて 太 き.な効 果 が期 待 で き る。

例 え ば 、検 索 結果 と して得 られ た産業 協 力 ・技 術情 報 の研 究 開発 企業 が

(1)技 術 交流 な どに関 心 が あ るか ・,

② どの よ うな技 術 交 流 を希 望 して い るか

(3)具 体 的 には どの よ うな分 野 で あ るの か

(4)海 外 直i接投 資 に関 心 が あ るか

(5)ど の よ うな分野 と地 域(国)を 考 え てい るか 等 の情 報 を提供 す る こ とに よ

り産 業 協 力 の具 体 化 促進 に役立 た せ る こ とが で き る。

ま た、 商用 の企業 情 報 デ ー タベ ー ス を活用 す る こ と に よっ て 、 当 該 の研 究 開発 企

業 の企 業 内 容 、財 務 内容 等 の情 報 提 供 が で きる。

④ 産 業 協 力 推進 事業 との連 携:

単 なる産業 協 力 ・技 術 情 報 の提供 に と どま る ので は な く、 各 種 の産 業 協 力推進 事

業(1-2参 照)と 連 携 したサ ー ビス を 行 う。,

⑤ イ メー ジ情 報 の 提供:

技 術 情 報 には 図表 、写 真 な どの イ メ ー ジ情 報 が付 随 してい る例 が少 な く.な い。

検 索 結果 の ア ウ トプ ッ トの 際 に、 イ メ ー ジ情報 を あわせ て提 供 で き るサー ビス ・

シ ス テ ムが必 要 で あ る。

イ メー ジ情 報 の提供 の方 法 と して 、 次 の よ うなサ ー ビス形 態 を 予定 して い る。

(1}フ ァク シ ミ リ ・サ ー ビス:

検 索結 果 と して の産 業 協 力技 術 情 報 の関 連 イ メー ジ情 報 を フ ァ ク シ ミリで提

供 す る。

(2)オ ンライ ン ・オ ー ダ ー方 式:

検 索結 果 の ア ウ トプ ッ ト時 に、 簡単 な指 示 操 作 に よって イ メ ー ジ情 報 の 出 力

が 指定 した フ ァ クシ ミ リに 出 力 で きる。

(3)編 集 出 力 サ ー ビス:

検 索結 果 の ア ウ トプ ッ ト内容(文 章 形式 情 報)と 図 表 等 の イ メ ー ジ情 報 が 一

つ の 「情 報 」 と して ま とめ られ て サ ー ビス で きる。

こ の場 合 の 出力 媒 体 は フ ァ ク シ ミ リで ある。
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層IVデ
ー タ ベ ー ス の 構 築

1.ハ ー ドウ ェ ア環 境

① ホ ス ト・コ ン ピ ュー タ:

ジ ェ トロ の コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ム上 に構 築 す る。 そ の機 器 構 成 の概 要 は次 の と お

bで あ る。(図 一1参 照)

1)機 種 名:ACOS650S(日 本 電 気 ㈱ 製)

2)磁 気 デ ィス ク装 置 名:N7761(日 本 電 気 ㈱ 製)

3)オ パ レーテ ィング ・シ ス テ ム:ACOS-6MVX(日 本 電 気㈱ 製)

② オ ン ライ ン端 末機:

ジ ェ トロの情 報 提 供 オ ン ライ ン ・シス テ ム(WISE)の 情 報 メニ ュー と して運用 す

る0

1)標 準 端 末 装 置:N5200Mk皿(日 本 電 気 ㈱製)

2)同 上 通 信 ソ フ トウ ェア:PETOS52G(日 本 電 気 ㈱製)

③ 通 信 方 法 等:

WISEの シス テム が利 用 で き る通信 回線 等 は次 の とお りで あ る。

1)通 信 回 線:公 衆 電 話 回 線 ない しパ ケ ッ ト交 換 網

2)通 信 速 度:2400BPSな い し1200BPS

(公 衆回 線 の場 合)

④ イ メー ジ情 報 フ ァイル:

図 表 等 のイ メ ー ジ情 報 の フ ァイル には光 デ ィス クを使 用 す る。

光 デ ィス ク フ ァイ ル ・シ ス テ ムは 図 一2参 照 。
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通信制御
装 置

日 ・EC産 業 協 力

セ ン ター'

(計画)

JETRO

対外 サー ビス用
オン ライン

システム

(大手商社など)

NEC
ACOS650s
(8MB)

コンソール・ ディスプレイ

光 デ ィス ク ・フ ァイル

シ ス テ ム

(N65.00)

光 デ ィス ク ・フ ァイ ル

シス テ ム

漢字 プ リンター

磁気デ ィスク装置

MITI-JETRO・
オ ンライ ン情報交換 システム

(10GB)

JETRO

貿易情報 セ ン ター ・オ ンライ ン
シス テム(30都 市)

JETRO本 部
オン ライン ・システ

磁気 テ ープ装置

(5台).

◎

通商産業省

ジェ トロ

国 内事務 所

図 一1ジ ェ トロ コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム機 器 構 成 図
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(ディス九イ装 置)

N5251-06」 胃 冒/S

ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ

N5261-70」 胃/S

N6500

オフィス・プロセッサ

N6511-04J

フ ァ ク シ ミリ装 置

N6517-Ol FAX

回 線

バーソナ鳥・インテリジェント.

コピー◆プリンター

N5254-51J

イメージ情報の入力および

出力可能(最 大A3判)

光 デ ィス ク装 置

N6329-26J

光ディスク1枚 あたり
A4判 約3万 ページの

収録可能

図 一2光 デ ィス ク フ ァイ ル ・シ ス テ ム 機 器 構 成
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2.デ ー タ の 作 成

①
.本 デ ー タベ ース の 元 デ ー タは 「NEWTECHNOLOGyJAPAN」 誌 の記 事 で
あ る。

② そ の た め に 同 誌 の作 成 方法 を次 の よ うに した。

(1)ワ ープ ロ で原 稿 の作 成 を行 う。

② 上 記(1)で 作成 した フ ロ ッピィ を活用 して本 デ ー タベ ー ス の入 力用 元 デ ー'タに す

るo

(3)磁 気 テ ー プ媒 体 に メデ ィア変 換 す る。

③ 磁 気 テ ー プ の 形 式 は 次 の とお り。

(1)レ コ ー ド長:80バ イ ト

(2)プ ロ ォ ク長:10レ コー ド/ブ ロ ック

(3)ラ ベ ル:標 準 ラベ ル付 き

(4)言 日 録 密 度:6250BPI

(5)コ ー ド形 式:EBCDIC

④ 磁 気 テ ー プ ・フ ァイル作 成 の際 、次 の処 理 を行 う。

(1)2バ イ ト系 の漢字 系 コー ドを使用 して い る英 数字 は1バ イ ト系 の英 数 字 系 コ ー

ドに変 換 す る。

② 英 字 の小 文 字 を英字 の大 文 字 に変 換 す る。

(3)ワ ー プ ロ入 力 時 に おけ る制 御 コー ドを除去 す る。

⑤ ワ ープ ロ入 力 した記 事 デ ー タか ら、入 力 用 元 デ ータ を作 成 す る。

そ の際 、 記 事 デ ー タ を次 の9項 目 に区 分 す る。

(1)整 理 番 号

(2)タ イ トル(記 事 デ ー タの表 題)

(3)本 文

(4)1特 徴(記 事 デ ー タ の タイ プ)

(5)仕 様

(6)企 業 紹 介

(6-1)企 業 名 お よび担 当部 門 名

(6-2)所 在 地 ない し連 絡 先

(6-3)同 上 の電 話番 号

(6-4)テ レ ックス番 号

⑥ 磁 気 テ ー プ の レコー ド形 式 を図 一3の よ うに定 め た。
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項 目 区 分

72桁

(1)項 目 区 分 の 記 入 内 容:

1)NO△:整 理 番 号

2)TTL:タ イ トル

3)CNT:本 文

4)CHR:特 徴

5)SPC:仕 様

6)C-N:企 業 名

7)C-A:所 在 地

8)C-P:電 話 番 号

9)C-T:テ レ ッ ク ス 番 号

(2)SerialNo.項 目 区 分 ご と の 「通 し番 号 」

図 一3入 力用 元 デ ー タ ・テ ー プ レ コ ー ド形 式
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5.デ ー タベ ー スの 作 成

デ ー タベ ース の作 成 は次 の方 法 で行 っ た。(詳 細 は 図 一4作 業 手順 を参 照)

◎DATA-710:

デ 一 夕ベ 一-Lスは 日本 電 気株 式会 社 製 の ソ フ トウ ェア 「ACOS-6デ ー タ応 用 シス テ

ム ・DATA-7・10」 を使 用 した。

そ の 理 由 は次 の とお り。

(1)ジ ェ トロの コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム上 に構 築 で きる文 献 型 のデ ー タベ ー ス構 築

に適 当 で あ る。

② 本 デ ータベ ー ス構 築 に必 要 な機 能 が 完備 して お り、短 期 間 に開発 が 可 能 で あ る。

② デ ー タベ ー ス の設 計:

本 デ ー タベ ー ス の デ ー タ形 式 を定 め たo

(1)情 報 内容 か ら(a)固 定 長 の デ ー タ部分 と

(b)可 変長 の くりかえ し項 目 とす る デ ー タ部 分 に分 け る。

(2)固 定 長 の項 目 は 、(a)記 事 情 報 の整 理番 号

(b)登 録 年 月 日

(c)照 会 先 の電 話 番号

(d)照 会 先 の テ レ ックス番 号

(3)可 変 長 の くbか え し項 目 と して定義 した ものは

(a)企 業 名

(b)照 会 先 の住 所

(C)情 報 の特 徴

(d)仕 様

(e)情 報 の タイ トル

(f)記 事 内容 で あ る。

③ フ ォ ーマ ッ ト変 換 プ ログ ラム の開発:

入 力 用元 デ ー タを デ ー タベ ー ス に ロー ドす るた め に 「DBロ ー ド用 形 式 デ ー タ」に

フ ォ ーマ ッ ト変 換 す る。

そ こ で、 「DBロ ー ド用 形 式 デ ー タ」 を作 成 す るデ ー タベ ース入 力 プ ログ ラム を 開

発 した。

(1)入 力 フ ァイル の レコー ド形 式 は 図 一3参 照 。

(2)変 換後 の出 力 フ ァイ ル の レコ ー ド形 式 は 図 一7参 照 。

(3)実 行 事例 は 図 一5(入 力 用 元 デ ー タ)k・ よび 図 一6(変 換 後 のDBロ ー ド用 形

式 デ ー タ)を 参 照 。

④ キ ー ワー ド抽 出:

DATA-710の キ ー ワー ド抽 出機 能 を利 用 してキ ー ワ ー ドの 抽 出 をお こ な う。

「日 ・EC作 業 協 力 ・技 術 情 報 デ ー タベ ー ス」 は英 語標 記 の全 文 情 報 デ ー タベ ー ス

で あ るの で。
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(1)ワ ー ド単 位 の キ ー ワ ー ド抽 出 で ある。

② 全 文 記 事 情 報 の特 徴 を生 か した フ リー ワー ド検 索 が で き る。

(3)本 デ ー タベ ー スの 内容 上 の特 色 で あ る新 製 品情 報 、新 技 術 情 報 にみ られ る新 製

・ 品 名 ・製 品番 号 ・新 技 術 用 語 な どの検 索 を容易 に お こ な う こ とが で きる。

⑤ ロー ド:

デ ー タベ ー ス を作 成 す るた め に 「DBロ ー ド用 形 式 デ ー タ」 の フ ァイル を磁 気 デ ィ

ス ク上 に ロ ー ドす る。

、
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(D情 報の入力作業

(ワrプ ロ)
'"

'

'

1、

(2)入 力用元 デー タの

作成

1

○

「日 ・EC産 業 協 力 ・技 術 情 報 デ ー タベ ース」 に

収録する産業協力・技術情報記事をワープロ入力
す る

ウープロで作成 したフ ロッピィ ・ディス クの

記事情報 を磁気 テープにメディア変換する。

入 力用 元 デ ー タ ・テ ー プ

〈3)

IBM標 準形 式 一一→'

ACOS標 準 形 式

○

入力用元 データはIBM標 準形式 で書かれてい る
ので、ACOS標 準の フ ァイルに形式変換す る。

変換方法はユーテ ィリテ ィ・プログラム(UTL2)を

使用す る。

入力用元 データ ・テープの レコー ド形式 は図一3

参照

ACOS形 式 デー タ ・テ ー プ

1
(4)

デ ー タ変 換

プ ログ ラ ム

1

○

デー タベ ースに ロー ドす る形式(DBロ ー ド用

形 式 デ ー タ)に 編 集 、 出 力 す る。

(1)専 用 プ ロ グ ラムを 開発 した。

(2)デ ー タ変 換 前 の レ コー ドの ダ ン プ ・リス ト

お よび変 換 後 の キ ー情 報 、 登録 日等 の管 理

情 報 とデ ー タ件 数 を プ リ ン トす る。

変換状況の事例は図 一5'お よび図 一6を 参照。

図 一4デ ー タベ ースの作 成 手 順
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L・
(5)

キ ー ワー ド抽 出

1

DATA-710あ キーワー'ド抽出機能に より

検索用のキ ーワー ドを英文の記事 中か ら抽出す る

(1)不 要語の処 理をお こな う。
(2)新 語、製品名な どの検索 がで きるため には

キー ワー ド抽出が不可欠 である。

○
(6)

デ ー タ の ロ ー ド

'

デ ー タベ ー ス を磁気 デ ィ ス ク上 に作 成 す る ため の

ロー ド作 業 を行 う。

(1)デ ー タ ロー ド 、

(2)キ ー ロー ド

○
1

(7)

、、・SAVE作 業
1

'

1

磁気 ディス ク上 に作成 したデータベースの写 しを

保存用 として待避 「作成す る。 ・..

(ユ

図 一4デ 〒 タベ ース の作 成 手順(つ づ き)
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.SOFROBOTS'THERE'∬NONEEDTO

NEATLYALIGNTHETARGETO日JEC丁1NTHEBIN・T}{E .SHAPEOFTHESHAFTTOBE

GRASPEDISMεMORIZED日YTHESENSORANDITSIMAGECAPTURED日YACAMERAf
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ANDOMSHAFTSCONTAINED工NTHEBIN●'WHENASHAFT.SIMAGEMATCHESTHEREFE
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RSHAFTS・

THERO日0〔rISEQUIPPEDWITHAMONOCHROMICSENSORrrOSENSETHE「rARGETOB」

t…CT・SCONTOURANDPROXIMITYSENSORTHEOBJECT.S'DISTANCE・THECOMPANヤHAD
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CHARCTERIS丁1C1000000000RO80T"

CHARCTERISTIC2000000000ROBOT'

SpEC10000ROBOT
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NTJIDI86-12-OOI-78870226TEL:03-218-2172

NTJID2MITSUBISHIELECTRICCORPORATION

NTJ!D2PUBLICRELATIONSDEPT.

NＴJID32-3.MARUNOUCHI2…CHOME,CHIYODA-KU・

NTJID3TOKYO

NTJID4CHARCTERIST'IC'1000000000RO80Ｔ

NTJID4CHARCTERISTIC2bOOOOOOOOROBOT

NTJID5SPEC10000ROBOT

NTJID5SPEC20000ROBOT

NTJID68!NPICKINGROBOT

NTJID7MITSUBISHIEしECTR!CCORPORATION}{AS・COME

NTJID7HATACCURATEしYDISCIMINAＬTES・ANDPICKSOUT

NTJID7HATHAVEBEEN

N'「JID7UCEOINTOTHE

NTJID7EMOTORSHAFT

NTJID7NDDIRεCTIONS

NTJID70NEAFTER

NTJID7CしATHE.

NTJID7NEATLYALIGN

NTJID7GRASPεDIS

NTJID70RCOMPARISON

NTJID7ANDOMSHAFTS

NrrJID7RENCEIMAGE

NI'JID7RSHAFTS.

NTJID7THE ,ROBOTIS

NTJID7ECT,SCONTOUR

NTJID7BEENDOING

NＴJID7EQUIREDFOR

NTJIO716SECTO

NTJID7!TSOWN

NTJID7THECOMPANY

NTJID70NUPON

NTJID70MPANYPLANS

NTJID186-12-002-87

TELEX:J24532MEしCO

OUTWITHABINPICKINGROBOTT

SPECIFICO8JεCTS.εVεNTHOSET

PILEDUPOVεRLAPPEDINABIN.THISROBOＴHASBEENINTROD

COMPANY・SSHINSHIROWORKSTOAUTOMATEPARTOFTHEt'IINIATUR

PROCESSINGLINE.ANDSERVESTODISCRI卜11NATETHEPOSITIONSA

OFTHESHAFTSBYMEANSOFASENSOR・PICKINGTHESHAFTSOU了

ANOTHERFROMARAW!ATERIALPAしLETANDFEED:NGTHEMINTO.ANN

DIFFERINGFROト1CONVENTIONALTYPESOFRO80TS・THEREISNONEEDTO

THETARGETOBJECTINTHEBIN.THESHAPEOFTHεSHAFTTOBE

MEMORIZED8YTHESENSORANDITSrMAGECAPTURεD8YA'CA「1ERAF

WITHTHEREFERENCEIMAGETOBEPICKEDOUTFROM・AMONGTHεR

CONTAINEDINTHE81N.WHENASHAFT・SIMAGEMATCHESTHEREFE

・THEROBOTSPICKSTHESHAFTSOPTFROMAMONGTHEPILEOF,OTHE

EQUIPPEDW!THAMONOCHROMICSENSORTOSENSETHETARGETOBJ

ANDPROXIMITYSENSORTHEO8JECT・SDISTANCE.THECOMPANYHAD

RESEARCHONTHEROBOＴSINCEA80UT1984・ANDSINC'ETHεTIMER

THEROBOTTOGRASPTHEOBJECTWASSHORTENEDFROMTHEINITIAL

ABOUT4SEC.ＴHECOMPANYDECIDEDTOINTRODUCETHEROBOTINTO

PRODUCTIONLINε.

PLANSTO'INTRODUCETHEROBOTINTOOTHERPRODUCTIONLINESSO

LOWERINGTHESENSINGSYSTEM'SPRICε ＴOTHε¥3MILLIONLEVEL,THEC

TOMARKETTHETOTALSYSTEMSATABOU了ij8-9MILLION.

870226TEしEPHONENUMBER2■ ■TELEXNUMBERIsXXXXX

図 一6変 換 後 のDBロ ー ド用 形 式 デ ー タの 例
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●

a(

⑮

C

d(

ードーコレ

E
2ドーコ

層レ

NTJID1 整理番号 登録年月 日 電話番号 TELEX番 号

120桁)

… …固定 長 デ ー タ

(6桁)(20桁)

企業名1

NTJID2 企業名i

レ コ ー ド3

(6桁) (72桁)

NTJID3 住所1

。 。 一;、(6桁)
.(72桁)

巴

7一図

特徴1

ID4

(6桁)

'

特 徴k

(72桁)

-35一

(20桁)

…… 可;長 データの繰 り返 し

(78Xi)

… … 可 変 長 デ ー タ の 繰 り返 し

(78-X-j)

∵ 変長デー罐1返 し

DBロ ー ド用 形 式 デ ー タ の レ コ ー ド形 式



(e)レ コ ー ド5

(6桁)

(f)レ コ ー ド6

(72桁)

⑧ レ コ ー ド7

(6桁)(72桁)

(6桁) (72桁)

|

'●''"可 変 長 デ ー タ の 繰 り 返 し

(78桁 －X-L)

・・… 可 変 長 デ ー タ の 繰 り返 し

(78桁 －X-m)

"… 固 定 長 デ ー タ の繰 り返 し

(78桁 一)en)

図 一7DBロ ー ド用 形 式 デ ー タ の レ コ ー ド形 式(つ づ き)
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4.イ メ ー ジ情 報 フ ァイ ル の作 成

取 材 時 に情 報 収 集 した イ メ ー ジ情 報(写 真 ・図面 な ど)を 整 理 して 、光 デ ィス ク上 に 蓄

積 す る。

そ の具 体 的 な方 法 は次 の とお り。

① イ メ ー ジ資 料 の整 理:

NEWTECHNOLOGYJAPAN誌 の取 材 活 動 を通 じて収 集 した イ メー ジ資料

の整 理 を お こ ない 、光 デ ィス ク上 の イ メ ー ジ情 報 と して フ ァイ ル で きる よ うにす る。

② 検 索 の キ ー設定:

磁 気 デ ィス ク上 に作成 した デ ー タベ ース の情 報 に対 応 す るイ メ ー ジ情 報 に 、 記事 情

報 ご とつ け た 「整 理番 号 」 を イメ ー ジ情 報 に も記 入 す る。

た だ し

(a)1件 の記 事 情 報 に複 数 のイ メ ー ジ情 報 が あbう る。

(b)同 一 記 事 情 報 に複 数 の イ メー ジ情 報 が あ る場 合 は 、 「整 理 番 号 」 の他 に え て

同一 記 事情 報 内 の 「通 し番 号 」 を付 け る。

〔注 〕

「整 理 番 号 」 の付 け方:YY-mm-t-nnn-pp

YY:発 行 年

mm:発 行 月

t:特 徴

nnn:記 事 番 号

pp:イ メ ー ジ情 報 ・通 し番 号

③ 光 デ ィス ク ・フ ァイル へ の 入 力:

光 フ ァイル ・シス テ ム(図 一2参 照)の 入 力装 置 で イ メー ジ情 報 の入 力 を行 う。

そ の際 、 イ メ ー ジ情 報 を 簡単 に取 り出 す た ため に 「整 理 番 号 」 を検 索 キ ー に指 定 す

るo

図 一8、 図 一9は 「日 ・EC産 業 協 力 ・技 術 情 報 デ 一 夕ベ ー ズ」 と して 蓄積 したイ

メー ジ情 報 の例 で あ る。
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ODepressi∩gva|ve:Thisdepressesthepressureofliquefiedfreon

downto1.8atm.Bythisdepression,thetemperatureofliquidfreon

decreasesfrom45Cto-10C.Liquidfreonwhichpassedtheva|ve

enterstheevaporatorandevaporatesagain.
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図 一9イ メ ー ジ情 報 の例(写 真)
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V情 報 検 索 シ ス テ ム

1.情 報 検 索 シス テム の設 計

「日 ・EC産 業 協 力技 術 情 報 デ ー タベ ー ス」 はデ ー タ応 用 シス テ ムDATA-710の 検

索機 能 で検 索 で き る。

ただ し、 皿 一4項(「 日 ・EC産 業 協 力技 術 情報 デ ー タベ ー ス」 の サ ー ビス)で 検 討

した とお り、産 業 協 力 を 強力 に推進 す る情 報 提供 サ ー ビス に は 、他 の産 業 協 力関 係 情

報 の活 用 や産 業 協 力推 進 事 業 との 連携 を は か る体 制 が必 要 と考 え られ る。

デ ー タベ ー ス の検 索 は次 の方 法 で対 処 す る。

① オ ン ライ ンに よる検 索:

DATA-710の 検 索 機 能 を使 って検 索 す る。

た だ し、 外 国 ビジ ネ スマ ンが直 接検 索 で きる た め には 、 簡単 に検 索 で き るた め の

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラム を開発 す る。

(a)検 索指 示 な どの メ ッセ ー ジ を英 文(な い し英 語)表 示 に す る。

特 に 、 「日 ・EC産 業 協 力 セ ンタ ー」(仮 称)は 東 京 に設 置 し、EC諸 国 か

ら来 訪 す る技 術 者 、 経 営者 、管 理 者 等 を対 象 に研修 な どを行 う計 画 で あ る の

で、 直 接 操 作 で きる よ うな考 慮 が 必要 で あ る。

(b)検 索 に用 い る キ ー ワ ー ドは 原 則 と して、文 中 の英 単語 をそ の ま ま使 用 す る

"フ リー ・タ ー ム"検 索 を主 体 にす る
。

② イ メー ジ情 報 の検 索 と提 供:

DATA-710で 検 索 した情 報(整 理番 号)を 利 用 して、 光 デ ィス ク ・フ ァイ ル

シ ス テ ム中 の イ メ ー ジ情 報 を取 り出 し、 フ ァク シ ミリに 出 力 す る。

そ の際 、 自動 的(機 械 的)に 実行 で きる方 法 の検 討 と シス テ ム設 計 をお こ な っ た。

また 、 同時 に デ ータベ ー ス 中の文 章 情 報 とイ メ ー ジ情 報 を同 一 の フ ァ ク シ ミ リに

出 力 で きる方 法 の プ ロ グ ラム仕 様 を検 討 した。(V-3項 参 照)

2.DATA--710に よ る 検 索

①WISE(ジ ェ トロ オ ン ラ イ ン情 報 提 供 シ ス テ ム)の 共 同 利 用 デ ー タ ベ ー ス の メ

ニ ュ ー の 一 つ と し て利 用 で き る よ う に す る。

②

③

DATA-710の 検 索 機 能 を利 用 して、 端末 装 置 か ら検 索 す る。

イ メ ー ジ情 報 をア ウ トプ ッ トす る場 合 に は、 イ メ ー ジ情 報 を受 け取 る フ ァ ク シ ミ

リを指 定 す る必 要 が あ る。 ただ し、利 用者 識別 コ ー ドで 自動 的 に指 定 で き る よ う

に考 え る。
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晶

[]
TSS

ACOS-650

「日 ・EC産 業 協 力 ・技術

情 報 デ ー タベ ー ス」

(DATA-710)

タ

哺 光 デ ィス ク ・フ ァイル シス テ ム

図 一10DATA-710に よる検 索/照 会
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#021RECORDS

1/1

NO86-4-001-3

TTしCOMPACTSTEPLESSVAR工ABLESPEEDDRIVE

CNTSH工MPOINDUS'TR工ALCO.'LTD.'ANDN工PPONSEエKO'K .K.'HAVEJOINTLY

DEVELOPEDACOMPACTSTEPLESSVARIABLESPεE【 》DRIVETHATSENSESTORQUE

CHANESINTHERPMAUTOMAT工CALLYBASEDUPONTHESENSE…DTORQUE .THIS .∵
S了EPしESSVARIABLESPEEDDRIVEHASINCORPORATεDASPEεDREDUCTION

MECHANISMINSIDεTHEVARIABLESPEEDDRIVεASSEMBLY .TH工SCONSTRUCデ エON

PRESSESTHESPEEDCHANGER工NGINSIDETHEVARIABLESPEEDDRIVETOUARD

THEH工GH-SPEEOSIDEBYNεANSOFALOADSENSINGSPRING .WHENEVERA

LOADISIMPRESSED・THESPEEDCHANGERINGMOVES
.TOWARDTH∈LOW-SPEEDSIDεTO

AUTOMATICALLY

CON了ROしTHESPEEDCHANGEDR工VEASSEHBLYＴOTHεRPMSTHATMATCHTHEしOAD

(TORQUE).OTHERCHARACTERISTICSINCLUDE:1)UHENEVERALOADEXCEEDING

THEPRESET了ORQUE工SIMPRεSSED,了HESPEεDCHANGEDRIVEAUTOHATICALLY

STOPSREVOLVING(了HEINPUTSHAFTREVOLVESBUTTHEOUTPUTSHAFTREMAINS

ST工LL),SOTHATNODAMAGE工S工NCURREDON了HESPEεDCHANGεDRIVEASSEH8LY

lTSELFORTHECOUNTERPARTMACHINE(MOTOROROTHERPRIMEMOVER);2)THE

PRESET「rORQUE(MAX工MUMTORQUE)WILしBEMA工NTAINEDCONSTANTLYIN了HE

ZEROREVOLUT工ONMODE,SOTHAT'工FTHESP〔 三EDCHANGEDR工VEIS

APPLIEDTOACLAMP工NGMACH工NE,FOREXAMPLE.THεCLAMP工NGFORCE日ILLBE

RETA工NεDWITHOUTＴHEDR工VERREVOLVING.AND3)MA工NTENANCE-FREε

OPERATION.TH工SSTEPLESSVARIABLESPEEDDRIVEHASAU工DERANGEOF

APPLICAT工ONS,ESPECIALLYINCONNECTION日 工THSMALL-SIZEAUTOMATIC

MACHINES'SUCHASCOMPACTAUTOMATICCLAMP工NGMACHINE.COMPACTPOLtER

CYLINDERS,ANDAUTOMATICUINDINGMACHINESFORTEXTILES
.ANDELECTRIC

UIRES.

SPCSPECIFICATIONS

CAPAC工TY:25W'40W

S工ZE:OVERALLLENGTH127MM

l》IAMETER54MM
りEIGHT:1:15KG

OUTPUTSHAFTSPEED:0-1/000RPH(SPEEDCHANGEFROM

工NPUTSPEEDX1/2TOORPM)

OU了PUTTORQUE:35-5KGFCH

MAX・TORQUEADJUSTMεNTRANGE:+-25X

TORQU～ …ACCURACY:'+-2ズ

C_NSHIMPOINI)USTRIALCO・,LTD .

c-A338'Ku'zεToNosHIRo-CHO・'MINAMI-KU,KYOＴocエTY

C_PO75-921-7151

COMMAND?

図一11検 索 結 果 の 事 例
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86-g-00ノ'3

CompactSteplessVariableSpeedDrive

ShimpoIndustrialCo. ,L1d.、andNipponSeikoK・K・,

ha、'ejointlydevelopedacompac【steplessvariablespeed

d「i・て ・h・ts・ ・sest。 ・q・ech・ ・g・・i・th・ ・pm・ ・t。mati・ ・]ly

ba>duponthesensedtorque .

ThissIeplessvariabtespeeddrivehasincorpora【eda

$peedreductionrnechanisminside【hevar;ablespeed

dri、'ea∬embly.Thiscons【ructionpresses【hespeedchange

ringinside【hevariablespeeddrive【oward【hehigh・5peed

sidebymeanso「aloadsensingspring ,Wheneveralo3d

lslrnpressed,【h
.espeedchangeringrnovestoward【he

l。w-sp・ed～id・ ・。aut・matically・ 。・・r。hh・sp・ ・d・h・ ・ge

dri、 ℃assemblylotherpmsthatmaIchtheload(torque)
.

()ihercharacteristi{=sinclude:りwheneveraload

exctedingEheprese【torqueisimpre∬ed
,【hespeとdchangと

dri、'eautoma【icallys【opsFevolving([heinputshaft

黙≧鰭 縢羅購
欝鱗i欄灘

Opera【10n.

・p蕊膿 語語el.蒜、ご 繍 ミ1、ll

=1鵬 潟1隠 名:隠㍑ 蒜 漂
Ingmachines「dr【ex【nes

,andeleαricwires

SpecificatiOns

Capacity:

Size:

Welght:

Ou【pu .【Shaftspeed:

Ou【pu【torque:

Max・ 【orqueadjustment

「ange:

To・queaCCu・acy:

∫ゐ卿 ・1・ ∠・'∫∫砲c。 ..Lrゴ.

25、V,40、V

Overalllength127mm

Diameter54mm

l・15kg

O～1・000・pm(・p・ed・hang・

f・。mi・PUtspeed×1/2【 。O

rpm)

35～5kg「Cm

±25%

±2%

333・ κ`'・ρ'… 肋 ・・方・
・〃 ∫禰 ・k・'.κノ・…C∫ ぴ

7"£・07S92ノ ・7∫5∫

対 応 す る オ リジナ ル記 事

(図 一11検 索結 果 の事 例)
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英文端末

FAX

利 用者

TSS

(2) デ ー タベ ー ス(DATA-710)

3)

DBデ ー タ 編 集 ジ ョブ

(3)

送 信 用 フ ァイル

!

送信 ジ すプ

(7)

通信 ソフ トウエ ア(ETOS52G)

光 デ ィ ス ク ・フ ァイ ル

シス テム

!(4)

1

〕

受信用
フ ァイ

ル

N6500

A

、

(7)

/

(6)

、!、

(5)

鑓恋蒙裟ス煮 懸
A

FAX装 置

図 一12イ メ ー ジ情 報 の検 索
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5.イ メ ー ジ情 報 フ ァイル の 検 索

① イ メ ー ジ情 報 は光 デ ィス ク ・フ ァイル シ ステ ム に蓄積 してい る ので 、検 索 結果 か

ら得 られ た記 事情 報 の キ ー(「 整 理 番 号 」)を 利 用 して取 り 出す 必 要 が ある。

そ の ため の検 索 システ ム の検 討 を お こ な っ た。

検 索 方法 の概 念 を図 一12に 示 す。

(1)端 末 装 置 か らTSSに よb、DATA-710を 利 用 して 「日 ・EC産 業 協 力 ・技

術情 報 デ ー タベ ース」 を検 索 す る。(図 一10参 照)

② イ メ ー ジ情 報 の フ ァク シ ミ リ出 力 を お こ な うた め の プ ロ グ ラ ム(DBデ ーーータ編

集 ジ ョブ 〔仮 称 〕を端 末 装 置 か ら稼 働 させ る。

(3)端 末 装 置 か ら希望 す る イ メー ジ情 報 の整 理番 号 と、 イ メ ー ジ情 報 を受信 す る フ

ァク シ ミリの番 号 を指 示 す る。

デ ー タベ ー スの検 索 結 果 の保 存 フ ァイ ル か ら、 該 当 す る イ メ ー ジ情 報 の整 理 番

号 を抽 出 して、送 信 用 フ ァイル を作 成 す る。

(4)送 信 用 フ ァイル の 内容 を 「光 デ ィス ク ・フ ァイル シ ス テ ム」(N6500)中 に

設 けた受 信 フ ァイ ル に送 信 す る。

㈲ 「光 デ ィス ク ・フ ァイ ル シ ス テ ム」 は 上 記(4)の 受 信 フ ァイ ル 上 に記 録 した

「整 理番 号 」 を もと にイ メ ー ジ情 報 フ ァイル を検 索 して フ ァク シ ミ リに 出力 す

るo

(a)光 デ ィス クに該 当す る 「整 理 番 号 」 を もつ イ メ 一一ジ情 報 が あ る場 合 には 、

1ペ ー ジ分 ずつ 送 信 命 令 をFAX装 置 に送 る。

(b)受 信 フ ァイ ル のDBデ ー タは イ メ ー ジ変 換 して 、1ペ ー ジ分 ず つFAX装

置 に送 信命 令 を送 る。

(c)FAX装 置 は相 手 先 の フ ァ クシ ミリに対 し、 日 ・EC産 業 協 力技 術情 報 の

イ メー ジ情 報 を 提供 す る。
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M今 後 の 課 題

日 ・EC産 業 協 力技 術 情 報 デ ー タベ ー ス の構 築 は本 事 業 の 実 施 に ょっ て行 うこ とが で き

た。 今 後 の 課 題 は、 本 デ ー タベ ー ス を活 用 して 、情 報 提 供 を積極 的 にす す め る こと に あ る。

1.日 ・EC産 業 協 力セ ン タ ーの発 足

日 ・EC産 業協 力 を 推 進 す る 中核 母 体 とな るr日 ・EC産 業 協 力 セ ンタ ー 』は 昭和

62年4月 に 発 足 を 予定 してい る。

同 セ ン ター は研 修 事 業 、 情 報 提 供事 業 を軸 に事 業 展 開 す る計 画 で あ る が、 「日'・EC

産 業協 力技 術 情 報 デ ー タベ ー ス」 は い つ れの事 業 で も活用 で きる もの と して期 待 され て

い る。

本 事 業 で は デ ー タベ ー ス の構 築 と検 索用 ア プ リケー シ ョン ・プ ・グ ラムの仕 様 等 に つ

い て検 討 した 。 そ の 成果 を ふ ま え て、 早 急 に プ ・グ ラ ムの 作 成 を お こな う予定 で あ る。

そ の際 の ボ ィ ン トは次 の とお りで あ る。

① イ メ ー ジ情報 の オ ン ラ イ ン提 供

「日 ・EC産 業 協 力技 術 情 報 デ ー タ ベー ス 」 の サー ビス ・シス テ ムの 概 念 図 は 図 一

13の と お・りで あ る。

日 ・EC産 業 協 力 セ ン ター(仮 称)の 端 末 装 置 と フ ァク シ ミ リを使 用 して、 自由 に

か つ簡 便 な方法 で、 コー ド化 デ ー タ とイ メー ジ情 報 の 両方 を含 む技 術 情 報 を同 時 に と

りだ す こと が で きる。

② ガ イ ド画 面 に よる操 作 性 の 向 上

ジ ェ ト・の 共 同 利 用 目的 の オ ン ライ ン情報 提 供 シス テ ム(WISE)は 、操 作 が 簡 便

で、 しか も マニ ュア ル な しで検 索 で きるデ ー タベー ス群 で あ る。

「日 ・EC産 業 協 力技 術 情 報 デ ー タベ ー ス 」 も、WISEで 利用 で き る他 の もの と

同様 に 、 初 心 者 が 簡 単 に 直接 操 作 で き る こと が 目標 で ある。

現 行 シス テ ムで も操 作 は簡 易 で ある が、 検 索 に あ る程 度 の経 験 が 必要 で あ る。 検 索

に不 慣 れ な在 日外 国 人 や 日本 に 来 訪 した外 国 ビ ジネス マ ンが 直接 使 用 で きる よ うな も

の を作 成 す る。

(1)端 末 装 置 の デ ィス プ レイ画 面 上 の ガイ ド(説 明)を 参 照 しなが ら使 用 で き る。

② 外 国 語 の ガ イ ダ ン スで 、初 心者 で気軽 に 操作 で きる もの に す る。

2.デ ー タベ ース の 多 角 的 活 用:

「日 ・EC産 業 協 力 技術 情 報 デ ー タベ ー ス 」 はECと の 産 業 協 力 に役 立 つ だ け で な く

他 の 国 との 産業 協 力 に も十 分役 立 たせ る ことが で きる情 報 で あ る。

先進 国 に か ぎらず 、 中進 国 お よ び発展 途上 国 に も貴 重 な情 報 源 と して デ ー タベ ー ス の

活用 を す す め る こと が 必要 で ある。

そ の提 供 方法 も、 オ ン ライ ンに よ る検 索 ば か りで な くジ ェ ト・ない し他 機 関 が す す め
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る 産業 協 力 事 業 の貴 重 な情 報 源 と しての 活 用 も あわせ て推 進す る計 画 で ある
。

当面考 え られ る利 用 形 態 は 、 次 の よ うな もの が ある 。

① ジェ ト・の本 部 、 大 阪 本 部 、29都 市 の 国 内事 務所 の 全端 末(約90台)か らア

クセ ス で きる。

② ジェ トロー通 商産 業 省 オ ン ライ ン情 報 交 換 シス テ ムを通 じて、 通 商 産 業 省 の全 端

末(300台 以 上)か らア ク セ ス で きる。

③ 在 日外 国 公 館、 海外 諸 国 の 関 係機 関 等 か らの各 種 照 会 業務 等 を通 じて情 報 提 供 す

る。

④ ジェ ト・等 が実 施 す る産 業 協 力 、経 済 協 力 関 連 事 業 の 実施 の際 の提 供 情 報 の一 つ

と して活用 す る。

な お、 ジェ ト・の他 の デ ー タベ ー ス と同様 、 商 用 デ ー タベ ー スの一 つ と して 広 く本 デ

ー タベ ー スの情 報 内 容 を利 用 で き る方 策 の検 討 も重要 で あ る
。
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お わ り に

今 回の研 究 で は、 「日 ・EC産 業 協 力技 術 情 報 デー タベ ー ス 」 を ジェ ト・の コ ン ピュー

タ シス テ ム上 に構 築す る た め に、 デ ー タの入 力 ・更 新 とそ の た め の シス テ ム開発 を主 に す

.す や て きた。 単 なる技 術 情 報 と異 な、り・ 日本 －EC間 の産 業 協 力 に役 立 つ技 術 情 報 の デ ー

タベ ー ス を開発 し、 「日 ・EC産 業 協 力推 進 事 業 」 の情 報 提 供活 動 に利 用 す る ことが 目的

で あ る。

この た め、 「産 業協 力 」 の推 進 に 役 立 つ デ ー タ ベ ース は何 か、 そ の なか で のr技 術 情 報 』

の役 割 は何 か、 どの よ うな情 報 提 供 サ ー ビス を必 要 と してい る か 等、長 期 的 な開発 目標 を

設 定 して検 討 をす す め た。

既 存 ある い は計 画 中 の デ ー タベー ス との連 携 をは か り、 よ り一 層 の 産 業 協 力成 果 が 期待

で きる情 報 提供 サー ビス を したい と考 え てい る。

早 急 に情 報 サ ー ビス の た め の検 索 シス テ ムの 開 発 とサ ー ビス体 制 の 整 備 を はか り、 昭和

62年 度 発足 予定 の 「日 ・EC産 業 協 力 セ ン ター 」 の活 動 に 合 わ せ る こ とが 、 当 面 の 急務

で あ る。

今 回の デ ー タベ ー ス の構 築 に は、 多 くの方 の ご支援 、 ご協 力 を得 る ことが で きた。 ひ き

つ づ き関 係者 の ご指導 、 ご支援 を い た だ きな が ら、 デ ー タ ベ ー スの 強化 、 拡充 を はか っ て

い きた い。

以 上
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